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近年、鏡面反転対称性が破れた結晶構造を持つ磁性体（カイラル磁性体）において、
螺旋構造や磁気渦構造など、空間的にねじれた特殊な磁化構造が報告されている。こ
のねじれた磁化構造は、隣り合う磁化同士が90度の角度を持つ時にエネルギーの下が
るジャロシンスキー・守谷（DM）相互作用と、強磁性スピン交換相互作用の競合によっ

て出現する。本講演では、これまでに我々が行ったカイラル磁性体を用いた理論的研究
について、二つの話題を紹介する。一つ目は、カイラル磁性体中の磁化ダイナミクスか
ら誘起されるスピン流駆動現象についてである。通常、磁性金属中の電子は、局在磁化
との交換相互作用によって、磁化方向にスピン偏極している。しかしながら、螺旋磁性体
中の螺旋軸方向に電流を流した場合、局在磁化と垂直方向に伝導電子のスピン偏極が
表れることを示す[1]。

この効果は、カイラル磁性体を用いた熱電効果でも表れることが我々の研究により明ら
かになり、新たなスピン流熱電効果といえる。次に、新しいスキルミオン相についての研
究を紹介する。2次元カイラル磁性体に面直磁場を加えると、磁気渦構造が表れる。この

磁化構造では、スキルミオン一つのスピンで全立体角を覆えるため、トポロジカルに安
定な状態である。我々は、この磁性相に面直磁気異方性がある場合、空間的に非対称
な新しいスキルミオン相が形成されることを明らかにした。形状の非対称性により、例え
ば電流駆動ダイナミクスでは、スキルミオンの回転運動が誘起されることが明らかになっ
た。
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